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◇日本の演出家の歴史 
・観阿弥世阿弥『風姿花伝』 
・シェイクスピア劇→坪内しょうようによる翻訳から始まり本格的に演出し始めたのは

島村抱月 
・築地小劇場にて小山内薫、土方与志、青山杉作 
・戦後、宇野重吉、鈴木忠志、木村光一、蜷川幸雄 
 
◇演出家の２つのタイプ 
①戯曲を自分の世界観に限りなく引き寄せ、独自のスタイルですべてを統一 
 
②自分から戯曲の持つ世界の中に出かけていく 
 
→いかに新しさとぶつかれるか？ 
未知と自分の新しい反発を表現するには作品によって稽古方法がちがうためフリーの

演出家であるやり方である 
 
一人で世界を歩き回る、国境を超え世界観を何度も壊す 
 
◇井上ひさしの戯曲 
劇作、小説という表現をとおし、世界のあり方について、未来への確かな方向性を人間

と言葉をどこまでも信じ、描き指し示している 
 
『日本人のへそ』 
音楽の力をドラマのなかにより大きな比重で忍ばせることでそれに続く『せりふの声』

に絶対的人間の肉声をひきたてる 
 
→コトバを意味だけでなく温度や肌触りを感じ取ることができるだろう 
 
肉声のぶつかり合いによって、コトバの海が生まれ音の豊かな交響が生み出される 
 
Ex．舞台最後に『アイウエオ…カキクケコ…』と全員が唱え、人間の条件の暗示とし

てひびかせる 
 
◇井上ひさしと音の力 
 
 ・せりふという言葉、あらゆる音での発語から音楽時間を見つけだし、セリフとセリ

フの間に生まれる音楽的時間の流れ掛け合いを見つけ出すべきである 
 
Ex．『國語元年』あらゆる方言、外国語を混ぜて違う者同志がお互いの意見をいいあ

い新たな価値観をつくる 
→言葉の力、言葉で語り合う努力、人間の可能性を提示＝地球規模、民族の違い、文化

の違いを認めあい『ことば』の力で対話する 
 
世界の縮図を舞台に見ることができる 



◇戦争の時代と記憶と演劇 
①イギリスの『ゲットー』実際にアウシュビッツに実在した人々の残した書記から演劇 
②坂手洋二『青空のある限り』『海の沸点』→歴史に隠蔽された語られざる事実を演劇

という方法で時代を厳しく直視し、人間と社会の重みを、繊細に描き伝えることができ

る 
→歴史の忘れてはいけない記憶に向き合う 
 
歴史は清算できないが、語り継ぎ記憶を演劇という手法を持って繋げることができる 
 
 
◇オニールと三好十郎 
魂の昇華をテーマに 
 
・ 三好十郎『人間は基本的に不可解なのだ、応えなんて一つもない』イエスかノーの

間の無数の『真実』を演劇によって、紡ぐ 
 
 

・オニール『まるで僕の前を歩くすべての人は、幽霊のようだ』冷徹な目で鑑に映した

自分をいつも見つめ、自分を粉々に砕き、傷つけることによって内側まてあばき演劇に

よって人間とは何か？を鋭くとう演劇 
 
◇『ロボット』(1920)カレルチャペッツ 
人間が生み出した機械によって結局人間はほろぼされる、文明の皮肉 
→1945年 原子爆弾によって、人間の手によって人間を無差別に亡ぼした 
 
『演劇は、時代を映す鏡である』シェイクスピア (ハムレットより) 
 
☆言葉、気持ち、肉体とか、人間の持つ大事なもののことが、気になって仕方ない、大

事にしたいからこそ、演劇を通じてメッセージにしてるのではないか。 
 
◇音楽の可能性 
 
舞台において音楽の限りない可能性 
→セリフ＝無調の音楽 
人間の感情を無数の音で表現できる 
舞台における、あらゆる物音、セリフが響き合う音楽に 
 
◇マリーアントワネット 
フランス革命の劇化 
真と偽り、正義と暴力、夢と現実、罪と快楽背中合わせの価値観を問いかける 
☆舞台最後のセリフ『自由!！』 
 
→複数の人々が唱える不協和音に重なる演出＝今なお正義と自由の言葉の前で多くの

戦争が続いている、やたら大きな声が権利になり、大きな力が世界の『答え』になって

しまうことのアンチテーゼ 
 


